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 ゲンゴロウはどんなふうにして、ふえるの 

●
すいちゅう

水中で
たまご

卵を
う

産んでふえる 

 ゲンゴロウは、
なつ

夏の
よる

夜、
あ

明かりに
と

飛んでくることがありますが、
せいかつ

生活のほとんどは、
みず

水の
なか

中です。ゲンゴロウは、
はる

春から
なつ

夏にかけて、
すいちゅう

水中で
みずくさ

水草の
は

葉やくきに、１
こ

個ずつ
たまご

卵を
う

産み

つけます。 

 １
しゅうかん

週間ぐらいすると、
たまご

卵から
ようちゅう

幼虫がかえります。
ようちゅう

幼虫は、ボウフラなどの
ちい

小さいこん
ちゅう

虫や
こざかな

小魚などの
たいえき

体液を
す

吸って
おお

大きくなります。やがて、
み ず べ

水辺の
つち

土の
なか

中や
みずくさ

水草の
あいだ

間にもぐり

こみ、さなぎになります。およそ１
しゅうかん

週間ほどで
せいちゅう

成虫になり、
すいちゅう

水中に
で

出てきます。 

 えさには、ヤゴやオタマジャクシをおそったり、
よわ

弱った
さかな

魚や
し

死んだザリガニなどを
た

食べ

たりしています。かたいザリガニの
から

殻も、
つよ

強いあごでかみちぎることができるのです。 

●
せいちゅう

成虫も
ようちゅう

幼虫も、
く う き

空気を
す

吸って
い

生きている  

 
ようちゅう

幼虫も
せいちゅう

成虫も、ときどき
すいめん

水面に
で

出て、
あたら

新しい
くうき

空気を
はね

羽と
ふ く ぶ

腹部の
あいだ

間（しりの
さき

先）や、
たいない

体内

の
き か ん

気管の
なか

中に
と

取りこみ、
すいちゅう

水中では、それを
す

吸って
いき

息をしています。ゲンゴロウの
しゅるい

種類によ

っては、
ようちゅうじだい

幼虫時代だけ、えらをもっていて、 
すいちゅう

水中でえら
こきゅう

呼吸をするものもいます。 

 
みず

水がすめないくらいよごれたり、ひ
あ

上がっ 

てしまったりすると、
はね

羽で
くうちゅう

空中に
と

飛び
た

立ち、 

もっとすみよい
み ず べ

水辺を
さが

探して、
ひ

引っこしをし 

ます。
さむ

寒い
ふゆ

冬は、
み ず べ

水辺の、
すいぶん

水分の
おお

多い
くさ

草や
き

木 

の
ね

根もとにかくれてすごします。 

          （監修・中山 周平） 
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